
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 例 会 日 程 ☆ 

4 月 24 日(水)12：30 5 月 1 日(水) 5 月 8 日(水)12：30 5 月 15 日(水)12：30 
卓話：「地域貢献と企業のありか

た」理念経営会 理事長 株式会

社 PMA 代表取締役会長 窪田貞

三様 

IAC 例会（17：00） 

休会（定款 8-1） 
幸福例会 会員表彰 

第１１回理事会 
卓話 

 

第 2691 日回例会報告 4 月 10 日 (水)雨 N o .37 

☆点  鐘☆ 会長 小島洋一 

☆司  会☆ 会場委員長 山本敏裕 

☆唱  和☆ 我らの生業 

☆ビジター☆  

☆会長挨拶☆ 会長 小島洋一 

 皆さん、こんにちは。本日は毎年恒

例となっています AED の寄贈ですが、今

年度は稲沢市消防本部への寄贈という

ことで消防長の花村誠様にお越しをい

ただいております。お忙しいところ誠に

ありがとうございます。花村消防長には

寄贈式の後、「稲沢市内での AED 活 

用事例とその効果について」と題して卓話をお願いして

おりますので、重ねてよろしくお願いいたします。さて、

AED の寄贈は今年で 8回目になるわけですが、これまで

の７回は地区補助金を活用しての事業でした。今回初め

て稲沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの単独での事業となりました。AED を

使わなければならない事態には遭遇しないに越したこ

とはないのですが、万が一の時には AED の有無によって

人の命を左右するという大きな使命を持っています。以

前には当ｸﾗﾌﾞでも取り扱いや心肺蘇生の講習を行った

こともあったと思いますが、今日の例会を機にいざとい

う時に落ち着いて対処ができるよう、心掛けていってい

ただけるといいのではないでしょうか。 

さて先週末には稲沢では桜まつりも終わっていよい

よ春本番かと思っていたら、今日は時ならぬ寒波の襲来

によって各地で雪が降るなど、思いがけない寒い日とな

っております。なかなか体調管理の難しい時期ですが、

皆さんご自愛ください。 

～Today’s Information～ ◆◆報告事項◆◆                

◇◇幹事報告◇◇         幹事：高桑宏幸 

◆マイロータリーへの登録のご協力ありがとうござい

ます。ガバナー特別賞獲得条件まであと少しです。 
◇ ◇ ニ コ ボ ッ ク ス 報 告 ◇ ◇            

報告者：ニコボックス委員長 新井仁志 

小島 例会に稲沢消防本部消防長花村誠様をお迎えし、

AED 寄贈ができる喜び 

眞下・高桑 花村消防長をお迎えした喜び。卓話よろし

くお願いします 

永井 稲沢市へ AED を贈呈させて頂きます。卓話ｽﾋﾟｰｶｰ

に稲沢市消防本部消防長 花村誠様をお迎えした喜び 

鵜飼 同級生の誇り、花村消防長よろしくお願いします 

川合 ３年７組クラスメートだった花村消防長に卓話

を頂ける喜び 

吉川花村消防長、宜しくお願いします 

眞下 鵜飼博信さんにお世話になりました 

池田 浅井さん、有難うございました 

後藤  池田さん山脇さん浅井さんありがとうござい

ました。次回も宜しく！！ 

永井 長男が４月から就職で東京に行きました。一昨日

たくましい姿に会って参りました。 

浅井 業務多忙 早退のお詫び 

横井・大宮 例会欠席のお詫び 

☆ 分 区 内 例 会 臨 時 変 更 通 知 ☆ 

ク ラ ブ 名 月 /日 ( 曜 日 )時 間   メ ーク アッ プ 会 場  

   

   

   

   

 

★出席報告★報告者:会員組織委員長 服部孝徳 

会 員 総 数 48 名 前 々 回 修 正 3 月 27 日     

出 席 

会 員 数 

32 名 出 席 

会 員 数 

32 名 
(内免除者 8名) (内免除者 7名) 

欠 席 者 数 
16 名 

ﾒ ｰ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ 数  8 名 
(内免除者 5名) 

出 席 率   74.42％ 修 正 出 席 率 93.02％ 

 
今週のメークアップ 足立三千夫（IAC）横井定（B.D）西村郁夫・鵜飼正巳・三根健一・服部孝徳・加藤太平・大宮隆志（C.O.M） 

 

本日の例会プログラム 第 2692 回例会 4 月 17 日（水）  

例会場：尾張大國霊神社   クラブ・アッセンブリー 

（地区研修・協議会報告） 

 

 

 

承承認認日日：：昭昭和和 3388 年年（（11996633 年年））1122 月月 66 日日  会会長長：：小小島島洋洋一一／／副副会会長長：：眞眞下下啓啓二二  

例例会会日日：：毎毎週週水水曜曜日日  1122：：3300～～1133：：3300    幹幹事事：：高高桑桑宏宏幸幸／／編編集集：：広広報報会会報報委委員員会会  

例例会会場場：：尾尾張張大大國國霊霊神神社社（（国国府府宮宮））      EE--mmaaiill  rrcciinnaazzaawwaa@@ggmmaaiill..ccoomm  

稲稲沢沢市市国国府府宮宮一一丁丁目目 11 番番 11 号号      UURRLL  hhttttpp::////wwwwww..iinnaazzaawwaa--rrcc..oorrgg//  

事事務務所所：：〒〒449922--88221133  稲稲沢沢市市高高御御堂堂 11--22--11（（林林商商事事ビビルル 11 階階））  

電電    話話：：00558877--2244--00774400  FFAAXX：：00558877--8899--00226655 事事務務局局携携帯帯電電話話  009900--44885533--55226622  

2018-19 ＲＩ会長 

稲稲沢沢ロローータタリリーーククララブブ週週報報  

稲沢 RC2018-19 年度会長方針 

「ともに前へ」 

ﾛｰﾀﾘｰを考え、楽しく実践しよう 

ﾊﾞﾘｰ・ﾗｼﾝ 氏 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮﨑 例会欠席のお詫び。ゴルフとても楽しかったです。 

 

◇◇卓話◇◇ 

ﾃｰﾏ：｢稲沢市内での AED 活用事例とその効果について｣ 

スピーカー：稲沢市消防本部消防長 花村 誠 様 

本日は、稲沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの皆様方の温か

い思いが込められた AED をご寄贈いただ

き、誠にありがとうございました。 

また、日頃は、わたくしども消防行政に

対しましても、格別のご理解、ご支援、ご

協力を賜っておりますこと、この場をお借

りいたしまして、重ねてお礼申し上げま

す。 

この度、ご寄贈いただきました AED につきましては、稲

沢市消防本部で管理し、市民の方々や稲沢市を訪れていた

だく人々のいざという時のお役に立てるよう「貸出用 AED」

として活用してまいります。 

本日は、AED について、実際にあった事例なども織り交

ぜながらお話をさせていただきます。今でこそ、AED と言

えば、広く皆さんに知られる存在になりましたが、これが

世に出回るようになったのは、平成 15 年 7 月の法改正に

より、医療従事者ではない一般市民でも使用できるように

なってからで、稲沢市の公共施設に AED の設置を始めたの

も、その翌年の平成 16 年からのことであります。これに

より、消防の 119 番通報の受け方も大きく変わってまいり

しました。 

昔、私が 119 番通報を受けていた昭和の時代は携帯電話

もなく、固定電話だけの時代でしたが、現在は、119 番の

電話の受信ボタンを押した時点で、担当員の前のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ

ｲに電話を掛けている場所の地図が映し出されます。携帯

電話からは、幾分位置がずれることもありますが、固定電

話からですと、ほぼ、ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄで位置を特定することがで

きます。そして、必要な情報を聞き取った後、救急車の出

動指令を掛けますが、救急車の出動指令を掛けた後も、電

話を切ることなく、相手の方に心肺蘇生法などを指導しま

す。 

平成 29 年中の全国の救急出動件数は 634 万 2,147 件で

ありました。（対前年比 13 万 2,183 件増、2.1％増）これ

を時間に換算すると、全国で 5秒に 1 回の割合で救急車が

出動したことになります。 

また、搬送された人数は 573 万 6,086 人(対前年比 11 万

4,868 人増)で、これは、国民 22 人に 1 人が救急搬送され

たことになります。救急出動件数、搬送人員ともに過去最

多の数になっております。私たち消防の重要な働きの一つ

は、この心肺蘇生、胸骨圧迫、心ﾏｯｻｰｼﾞを実施していただ

ける方を一人でも多く増やすことにあります。 

AED とは、日本語では「自動体外式除細動器」と呼ばれ

る機械のことで、心臓の動きを自動的に読み取り、必要に

応じて機械の内部に電気を充電し、体の表面に貼られた

AED ﾊﾟｯﾄﾞを介して、心臓に電気ｼｮｯｸを与えるといった機

械となります。 

実際に稲沢市内で AED を使って救命に至った事例は、昨

年の 11 月 11 日に開催の稲沢ｼﾃｨｰﾏﾗｿﾝでの出来事です。10

ｷﾛﾏﾗｿﾝに参加された 40 代の男性が陸上競技場ﾄﾗｯｸに戻っ

てきた時に倒れ、周囲の参加ﾗﾝﾅｰが心臓ﾏｯｻｰｼﾞと AED で 2

回の電気ｼｮｯｸを施し、一命をとりとめることができまし

た。 

もう一つの事例は、一昨年、祖父江の森ｸﾞﾗﾝﾄﾞで行われ

ていたｻｯｶｰの試合中、ｹﾞｰﾑに参加していた 40 代男性が心 

停止を起こし倒れました。この時は、試合を行っていた

ﾁｰﾑﾒｰﾄや相手方の選手、大会関係者の連携によって胸骨

圧迫による心ﾏｯｻｰｼﾞと 2 回の電気ｼｮｯｸが行われました

が、心室細動、心臓の筋肉が痙攣したままで戻りません。

到着した救急隊員が胸骨圧迫を交代して、3 回目の電気

ｼｮｯｸを行った後に心室細動が取り除かれ、心拍が再開さ

れました。この方は意識も徐々に回復し、救急車内に収

容したころには会話ができるまでになりました。 

この二つの事例に共通することは、まず AED が近くに

あっこと。そして、居合わせた方々の適切な応急手当、

特に重要なのは、胸骨圧迫の心ﾏｯｻｰｼﾞを、絶え間なく継

続して行うこと、そして早い時期に AED による電気ｼｮｯｸ

が行われたことで尊い命が救われました。 

今後もAEDの設置台数を増やすための普及啓発と、AED

の使用方法や適切な応急手当、心肺蘇生を一人でも多く

の市民の方々に広めていくことが重要であると痛感い

たします。 

現在、稲沢市消防本部の取り組みとしては、普通救命

講習会を毎月 19 日に、消防本部庁舎で定期開催し、有

資格者の拡充に努めております。 

また、地域の自主防災訓練や、事業所などで行われま

す消防訓練などの機会を捉え、AED の使用方法や心肺蘇

生法を学んでいただいております。昨年、稲沢市で普通

救命講習を受講された方の総数は、1650 人でありまし

た。更に多くの市民の方々に広く啓発し、救命の輪を大

きく広げて参ります。 

また、貸出用 AED の事業は、平成 23 年度から行って

おりますが、毎年、10 件から 15 件の貸出件数にとどま

っておりますので、今回、稲沢ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞさんからご寄

贈いただいた AED を広く紹介させていただきますと共

に、これを機に更なる貸出用 AED の啓発に努めてまいり

ます。 

 
  

 

 


